
令和６年度 第７回甲斐市総合計画審議会 

 

日  時 令和７年２月 10 日（月） 

14 時 00 分～15 時 00 分 

場  所 本館３階大会議室 

出席委員 13 名／18 名 

欠席委員 山口委員、小林委員 

     三井委員、中込委員 

     一條委員 

 

１ 開会(事務局) 

・欠席委員(山口委員、小林委員、三井委員、中込委員、一條委員) 

・代理出席（草野委員→甲府河川国道事務所 有上副所長) 

 

２ 市長あいさつ 

日頃から市政へのご協力ありがとうございます。 

本日は、第３次甲斐市総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）に関して実施

したパブリックコメントにおいて、市民の皆様からいただいたご意見に対する

市の考え方について報告させていただく。 

前回の審議会では、総合計画及び総合戦略（案）について諮問させていただい

たが、本日は最終の審議と答申をいただく予定である。 

また、市民ワークショップ等の結果を踏まえて検討したサブタイトル案につ

いても報告させていただく。 

本日が今年度最後の審議会となるが、甲斐市が山梨県をリードしながら、より

よいまちとなるよう、今後もご指導いただきたい。 

 

３ 会長あいさつ 

今年も既に約１か月が過ぎたところだが、今年は広い視点から見た日本経済

の行方に皆様ご関心があると思う。シンクタンクにより公表された今年の日本

経済の見通しによると、個人消費は物価高による影響はあるものの、賃上げの影

響等により緩やかに持ち直す見込みとなり、企業の設備投資の拡大等により、日

本経済は緩やかに回復する見込みとなっている。 

また、企業の設備投資の国内回帰の動きや、国内の人手不足問題、さらにはト

ランプ政権の政策の動向には注視が必要である。今年、希望的に日本経済が推移

していくことを期待したい。 

本日は総合計画及び総合戦略の答申を予定しているため、活発な議論をいた



だきたい。 

 

４ 案件 

（１）第３次甲斐市総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）に対するパブリッ

クコメント等の結果について 

・資料１について事務局より説明 

 

（委員） 

3ページの意見 NO４に関連して、市の考え方に木質バイオマス発電所の見

学ツアーについて記載されているが、実際に今後見学が可能なのか。 

 

（事務局） 

バイオマス発電所の見学については、施設にも概ね了解を得ていると担当

課から聞いている。 

 

（委員） 

見学の対象は近隣住人のみとなるのか、だれでもよいのか。見学について

は、環境審議会でも常々意見が出ていた。 

 

（事務局） 

親子見学ツアー等も検討中と聞いている。環境審議会委員による見学ツ

アーの要望についても、担当課と共有させていただく。 

 

（委員） 

やはたいもの産地としての理解に誤解が生じているのではないかと思う。

漢字の“八幡”を使い、“八幡地区で作ったいも”というものもあるが、本

来生産できる地域は限定されたものであるため、産地としての作付け可能面

積を把握しておくべきではないか。 

また、作付け期間を４～５年間を開けねばならず、やたら増やせるもので

はない。地域の特産としてブランド化しているものなので、きちんと周知す

る必要がある。 

 

（事務局） 

ご意見のとおり、生産できる地域は限られたものであり、連作ができず間

隔をあける必要があることを踏まえ、現在の面積を減らすことなく確保する

ことを目標としている。ブランド化についても周知を進めていきたい。 



（会長） 

第３次甲斐市総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）について、承認して

よいか。 

 

（委員） 

異議なし。 

 

（２）第３次総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）の答申について 

 ・答申案について事務局より説明 

・答申案について承認 

 

（３）今後のスケジュールについて 

 ・資料３について事務局より説明 

 ・質疑なし 

 

５ 第３次甲斐市総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）の市長への答申 

・会長から市長に第３次甲斐市総合計画前期基本計画及び総合戦略（案）の答

申を行った。 

 

（市長） 

全７回の審議にご参加いただきありがとうございました。 

委員の皆様からいただいたご意見を尊重し、「緑と活力あふれる生活快適都

市」実現のため、各政策、施策を着実に実行していきたい。 

来年度開業予定のサンリオのミュージアムについては、市の施設を 20年間

貸し出すことを予定している。現在、上野でキティちゃんの展示を行ってい

るので、同じような形での展示をしたいと考えている。また、緑化センター

の跡地を有効に活用することで、若い世代が子育てしやすいまちに努めてい

きたい。 

双葉地域に古代からの歴史文化資産を展示するための場所は提供してもら

っており、その場所にある竜地の楊子梅等についても守っていきたいと考え

ている。 

委員の皆様には、今後もまちづくりに関する意見、情報をいただきたい。 

 

6 その他 

 ・サブタイトルについて、資料２の表題に記載。 
 

以上 


